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目的
●●スパニングツリープロトコルによって、同一ネットワーク内のイーサネット
フレームの転送経路を冗長化することができる
●●スパニングツリーを利用すると、ルートブリッジを中心としてイーサネット
フレームを転送する。IEEE 802.1Dで標準化されている
●●現在では、より高速にイーサネットフレームの経路を切り替えられるIEEE 
802.1w RSTPが一般的に利用されている

1.	スパニングツリープロトコルのしくみ

スパニングツリープロトコルの概要
スパニングツリープロトコルは、同一ネットワーク内でのイーサネットフレーム
の転送経路を冗長化します。IEEE 802.1Dという規格で標準化されているので、異な
るベンダの製品であってもスパニングツリープロトコルを利用することができます。
スパニングツリープロトコルの具体的な例として、次の図6.2.1のネットワークを
考えます。図では、PC1とサーバ1は同一ネットワークに接続されていて、PC1とサ
ーバ1の間の転送経路は2つあります。
スパニングツリープロトコルを利用することで、通常時は経路1を利用してイー

サネットフレームを転送します。もし、経路1に障害が発生して使えなくなったら
経路2に切り替えて、PC1とサーバ1間のイーサネットフレームの転送を継続的に行
えるようにします。
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